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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年11月期中間期 3,335 6.7 △88 － △18 － △46 －

2024年11月期中間期 3,126 △8.7 △221 － △285 － △320 －

（注）包括利益 2025年11月期中間期 88百万円（－％） 2024年11月期中間期 △136百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年11月期中間期 △7.56 －

2024年11月期中間期 △51.88 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年11月期中間期 12,168 4,990 41.0

2024年11月期 13,513 4,901 36.3

（参考）自己資本 2025年11月期中間期 4,990百万円 2024年11月期 4,901百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年11月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年11月期 － 0.00

2025年11月期（予想） － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,025 10.8 △12 － 38 － 14 － 2.28

１．2025年11月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年12月１日～2025年５月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年11月期の連結業績予想（2024年12月１日～2025年11月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年11月期中間期 6,578,000株 2024年11月期 6,578,000株

②  期末自己株式数 2025年11月期中間期 400,048株 2024年11月期 400,048株

③  期中平均株式数（中間期） 2025年11月期中間期 6,177,952株 2024年11月期中間期 6,177,952株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：有

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（注）詳細は、添付資料９ページ「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項
（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであ

り、多分に不確定な要素を含んでおります。また、実際の業績は業況の変化等により大きく異なる可能性があります。

当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間（2024年12月１日～2025年５月31日）における当社グループは、前年同期比にて増収、営業

損失、経常損失、親会社株主に帰属する中間純損失とも損失の額が縮小しました。自動認識業界の世界的な状況と

しては、部品価格が上昇する一方、顧客の設備投資の抑制等により需要が減少していること等から、厳しい状況が

続いておりましたが、国内の一部顧客から受注が入り始めるなど、主要顧客の在庫調整に改善の兆しが見られる状

況となっております。

　当中間連結会計期間の売上高は、33億35百万円（前年同期比6.7％増）となりました。

　セグメントの内訳を示しますと、日本では15億72百万円（前年同期比18.3％増）、米国は６億32百万円（前年同

期比2.2％減）、欧州・アジア他は11億30百万円（前年同期比1.7％減）となりました。

　日本国内においては、一部の大口顧客から受注が入ったことなどから、売上は前年同期比で大幅な増となりまし

た。米国及び欧州・アジア他においては、業界不況のあおりを受け、さらに在庫調整が続いていることなどによ

り、前年度比で売上減となりました。

　利益面では、営業損失が88百万円（前年同期は２億21百万円の営業損失）となりました。主な要因は、原材料価

格上昇による粗利減少により売上総利益が31百万円減少した一方、コスト削減により販売費及び一般管理費が１億

64百万円減少したことなどによるものです。

　また、経常損失が18百万円（前年同期は２億85百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する中間純損失が46百万

円（前年同期は３億20百万円の親会社株主に帰属する中間純損失）となりました。主な要因は、為替差損益が計

１億21百万円改善したことによるものです。

　なお、当中間連結会計期間においての為替レートは、１ドル＝152.70円、１ユーロ＝161.48円で算出しておりま

す。

（２）当中間期の財政状態の概況

　当中間連結会計期間末の総資産は121億68百万円となり、前連結会計年度末と比較して13億44百万円減少いたし

ました。主な要因は、現金及び預金の減少11億97百万円、商品及び製品の減少２億98百万円等により流動資産が13

億53百万円減少したことによるものであります。

　負債は71億78百万円となり、前連結会計年度末と比較して14億33百万円減少いたしました。主な要因は、短期借

入金の減少１億19百万円、１年内返済予定の長期借入金の減少３億21百万円等により流動負債合計が５億１百万円

減少したこと、長期借入金の減少９億31百万円等により固定負債合計が９億31百万円減少したことによるものであ

ります。

　なお、純資産は49億90百万円となり、前連結会計年度末と比較して88百万円増加いたしました。主な要因は、為

替換算調整勘定の増加１億35百万円等によるものであります。

（キャッシュ・フローの状況）

　当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較して14

億６百万円減少し、当中間連結会計期間の期末残高は32億61百万円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは３億23百万円の収入（前年同期は２億98百万円の支出）となりました。

主な要因は、棚卸資産の減少３億89百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは４億60百万円の支出（前年同期は１億40百万円の収入）となりました。

主な要因は、有価証券の取得による支出７億１百万円、有価証券の償還による収入２億23百万円等によるもので

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは13億73百万円の支出（前年同期は２億12百万円の支出）となりました。

主な要因は、長期借入金の返済による支出12億52百万円等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年11月期の連結業績予想につきましては、現在のところ変更はございません。

　今後の状況をみて、新たに業績予想の修正が必要となった場合は、速やかに開示する予定であります。
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（４）継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、2024年11月期において、２期連続で営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する当期純損失を

計上しております。また、２期連続で営業キャッシュ・フローのマイナスも計上しております。また、一部の取引

金融機関からの借入金については、現時点では期限の利益の喪失に係る条項を適用する旨の通知を受けていないも

のの財務制限条項に抵触しております。当該事象により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる事象又は状況

が存在しております。

　当該状況を解消するため当社グループは、以下の対応策を実施いたします。

　①業務人員の縮小、賞与削減による人件費及びその他経費削減

　②製造コスト低減した新製品開発及び販売による売上総利益率の改善

　③売価値上げによる売上総利益率の改善

　④役員報酬の返上

　また、資金繰りについては、現金及び預金残高は3,504,287千円と十分であることに加え、上記対応策による早

期の黒字化を計画しており、さらに各取引金融機関には今後の計画及び上記対応策の実施に関する説明と進捗に関

する適時の報告を実施することで、継続的な交渉を行っており、今後１年間の資金繰りに懸念はないと判断してお

ります。

　以上のことから、継続企業の前提に関して重要な不確実性は認められないと判断しております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(2025年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,701,792 3,504,287

受取手形及び売掛金 1,566,514 1,623,167

有価証券 354,626 484,703

商品及び製品 2,216,893 1,918,072

仕掛品 135,413 120,632

原材料及び貯蔵品 1,568,542 1,519,924

その他 316,112 336,533

貸倒引当金 △23,476 △24,509

流動資産合計 10,836,418 9,482,811

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,327,435 1,300,360

機械装置及び運搬具（純額） 182,287 224,082

工具、器具及び備品（純額） 108,313 141,621

土地 554,178 554,178

リース資産（純額） 1,606 1,305

建設仮勘定 79,861 46,808

有形固定資産合計 2,253,683 2,268,357

無形固定資産

その他 270,393 264,510

無形固定資産合計 270,393 264,510

投資その他の資産

投資有価証券 8,000 8,165

繰延税金資産 1,991 1,973

その他 143,104 143,083

投資その他の資産合計 153,096 153,221

固定資産合計 2,677,173 2,686,089

資産合計 13,513,592 12,168,901

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(2025年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 369,712 374,382

短期借入金 243,349 123,351

１年内返済予定の長期借入金 2,363,949 2,042,376

未払法人税等 31,124 41,921

賞与引当金 － 32,899

訴訟損失引当金 853,000 814,000

その他 486,646 416,887

流動負債合計 4,347,781 3,845,817

固定負債

長期借入金 4,220,376 3,289,147

リース債務 1,215 862

繰延税金負債 32,537 32,374

その他 9,683 9,844

固定負債合計 4,263,812 3,332,228

負債合計 8,611,594 7,178,046

純資産の部

株主資本

資本金 942,415 942,415

資本剰余金 219,136 219,136

利益剰余金 2,866,913 2,820,191

自己株式 △212,442 △212,442

株主資本合計 3,816,023 3,769,300

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,501 4,666

為替換算調整勘定 1,081,473 1,216,887

その他の包括利益累計額合計 1,085,974 1,221,554

純資産合計 4,901,998 4,990,855

負債純資産合計 13,513,592 12,168,901
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年５月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年12月１日

　至　2025年５月31日)

売上高 3,126,266 3,335,989

売上原価 1,794,301 2,035,539

売上総利益 1,331,964 1,300,449

販売費及び一般管理費 1,553,424 1,389,366

営業損失（△） △221,460 △88,916

営業外収益

受取利息 30,879 46,263

為替差益 － 45,709

受取賃貸料 6,616 8,762

その他 1,778 2,189

営業外収益合計 39,274 102,925

営業外費用

支払利息 26,475 32,768

為替差損 75,413 －

固定資産除却損 705 197

支払手数料 310 －

その他 0 0

営業外費用合計 102,906 32,966

経常損失（△） △285,091 △18,958

税金等調整前中間純損失（△） △285,091 △18,958

法人税、住民税及び事業税 12,458 27,844

法人税等調整額 22,980 △79

法人税等合計 35,439 27,764

中間純損失（△） △320,531 △46,722

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △320,531 △46,722

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年５月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年12月１日

　至　2025年５月31日)

中間純損失（△） △320,531 △46,722

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,766 165

為替換算調整勘定 181,779 135,414

その他の包括利益合計 183,545 135,579

中間包括利益 △136,985 88,857

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △136,985 88,857

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年５月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年12月１日

　至　2025年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失（△） △285,091 △18,958

減価償却費 77,838 80,180

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,109 656

賞与引当金の増減額（△は減少） 61,382 32,899

受取利息及び受取配当金 △30,991 △46,378

支払利息 26,475 32,768

為替差損益（△は益） 59,347 △47,439

固定資産除売却損益（△は益） 705 197

売上債権の増減額（△は増加） 244,967 △46,430

棚卸資産の増減額（△は増加） △210,236 389,453

仕入債務の増減額（△は減少） △147,658 20,555

その他 △103,926 △146,718

小計 △301,077 250,787

利息及び配当金の受取額 27,029 40,595

利息の支払額 △26,767 △32,208

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △30,269 36,333

補助金の受取額 32,842 28,442

営業活動によるキャッシュ・フロー △298,242 323,950

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △240,945 －

定期預金の払戻による収入 10,000 100,000

有価証券の取得による支出 － △701,181

有価証券の償還による収入 445,748 223,956

有形固定資産の取得による支出 △119,317 △133,326

無形固定資産の取得による支出 △4,505 －

拘束性預金の払戻による収入 50,000 50,000

投資活動によるキャッシュ・フロー 140,979 △460,551

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △19,998 △119,998

長期借入れによる収入 1,250,000 －

長期借入金の返済による支出 △1,439,726 △1,252,802

リース債務の返済による支出 △2,365 △335

財務活動によるキャッシュ・フロー △212,089 △1,373,135

現金及び現金同等物に係る換算差額 93,449 103,628

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △275,902 △1,406,107

現金及び現金同等物の期首残高 5,987,645 4,667,274

現金及び現金同等物の中間期末残高 5,711,743 3,261,167

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

- 8 -

㈱オプトエレクトロニクス（6664）2025年11月期　第２四半期決算短信



（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及

適用後の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前中間連結会

計期間の中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）1

中間連結
損益計算書

計上額
(注）2

日本 米国
欧州・アジア

他
合計

売上高

顧客との契約から生じる収益 1,329,007 647,148 1,150,109 3,126,266 － 3,126,266

(1）外部顧客への売上高 1,329,007 647,148 1,150,109 3,126,266 － 3,126,266

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
202,250 1,609 20,504 224,364 △224,364 －

計 1,531,257 648,758 1,170,614 3,350,631 △224,364 3,126,266

セグメント損失（△） △49,446 △126,851 △101,008 △277,306 55,846 △221,460

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）1

中間連結
損益計算書

計上額
(注）2

日本 米国
欧州・アジア

他
合計

売上高

顧客との契約から生じる収益 1,572,392 632,965 1,130,631 3,335,989 － 3,335,989

(1）外部顧客への売上高 1,572,392 632,965 1,130,631 3,335,989 － 3,335,989

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
387,923 2,757 89 390,770 △390,770 －

計 1,960,316 635,722 1,130,720 3,726,759 △390,770 3,335,989

セグメント利益又は損失（△） 98,663 △124,192 △60,326 △85,855 △3,061 △88,916

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年12月１日　至　2024年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　（注）1.セグメント損失（△）の調整額は、セグメント間の取引消去であります。

2.セグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年12月１日　至　2025年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　（注）1.セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間の取引消去であります。

2.セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。
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